　　神言かみごと
高天原たかあまはらに神かみ留つまり坐ます。元もと津つ御み祖おや皇すめ大神おほかみの命みこと以もちて。八百やほ万よろづの神かみ等たちを神かむ集つどへに集つどへ賜たまひ神かむ議はかりに議はかり玉たまひて。伊都いづの大神おほかみ 美都みづの大神おほかみは豊とよ葦原あしはらの水穂みずほの国くにを。安国やすくにと平たいらけく所しろ知し食めさむと天あま降くだり玉たまひき。如か此く天あま降くだり玉たまひし四方よもの国中くぬちに荒あら振ぶる神かみ等たちをば。神かむ問とはしに問とはし玉たまひ神かむ掃はらひに掃はらひ給たまひて、語こと問とひし磐根いはね樹きね立たち草くさ之の片葉かきはをも語こと止やめて。天あめ之の磐座いはくら放はなち天あめ之の八重やへ雲くもを伊い頭づの千ち別わきに千ち別わきて天あま降くだり賜たまひき。如か此く天あま降くだり賜たまひし四方よもの国くに中なかを安国やすくにと定さだめ奉まつりて下津したつ磐根いはねに宮柱みやはしら太ふと敷しき立たて。高天原たかあまはらに千木ちぎ多た加知かしりて皇すめ大神おほかみの美み頭づの御み舎あらか仕つかへ奉まつりて。天あめの御蔭みかげ日ひの御蔭みかげと隠かくり坐まして。安国やすくにと平たいらけく所しろ知し食めさむ国中くぬちに成なり出いでむ天あめの益ます人ひと等らが、過あやまち犯おかしけむ雑くさ雑ぐさの罪つみ事ごとは。天津あまつ罪つみとは。畔あ放はなち溝みぞ埋うめ樋ひ放はなち頻しき蒔まき串くし差さし、生剥いけはぎぎ逆剥さかはぎぎ屎戸くそへ許こ許こ太た久くの罪つみを。天津あまつ罪つみと詔のり別わけて国くに津つ罪つみとは。生いき膚はだ断だち、死しに膚はだ断だち、白人しらひと胡こ久美くみ。己おのが母はは犯おかせる罪つみ、己おのが子こ犯おかせる罪つみ。母ははと子こと犯おかせる罪つみ、子こと母ははと犯おかせる罪つみ。畜けもの犯おかせる罪つみ、昆虫はふむしの災わざはひ。高津たかつ神かみの災わざはひ、高津たかつ鳥とりの災わざはひ。畜　けもの殪たふし蠱まじ物ものせる罪つみ、許こ許こ太た久くの罪つみ出いでむ。如か此く出いでば天津あまつ宮みや言こと以もて。天津あまつ金木かなぎを本もと打うち切きり末すえ打うち断たちて。 千ち座くらの置おき座くらに置おき足たらはして。天津あまつ菅すが曽そを本もと刈かり絶たち末すえ刈かり切きりて八や針はりに取とり裂さきて。天津あまつ祝詞のりとの太ふと祝詞のりと言ごとを宣のれ、如か此く宣のらば。
天津あまつ神かみは天あまの磐戸いはとを推おし披ひらきて。 天あめの八重やへ雲くもを伊い頭づの千ち別わきに千ち別わきて所き聞こし食めさむ。国津神くにつかみは高山たかやまの末すえ短ひき山やまの末すえに上のぼり坐まして。高山たかやまの伊保いほ理り、短ひき山やまの伊保いほ理りを掻かき分わけて所き聞こし食めさむ。如か此く所き聞こし食めしては罪つみと云いふ罪つみは不在あらじと。科戸しなどの風かぜの天あめの八重やへ雲くもを吹ふき放はなつ事ことの如ごとく。朝の御霧夕の御霧を朝風夕風の吹掃ふ事ことの如ごとく。大津おおつ辺べに居をる大船おおふねを舳へ解放ときはなち艫とも解放ときはなちて大おお海原わだのはらに押おし放はなつ事ことの如ごとく。彼方をちかたの繁しげ木きが本もとを焼やき鎌がまの敏と鎌がま以もて打うち掃はらふ事ことの如ごとく。遺のこる罪つみは不在あらじと祓はらひ賜たまひ清きよめ玉たまふ事ことを。高山たかやまの末すえ短ひき山やまの末すえより佐久那さくな太だ理りに落おち。多岐たきつ速はや川かわの瀬せに坐ます瀬織津せおりつ比売ひめと云いふ神かみ。大おお海原わだのはらに持出もちいでなむ、如か此く持出もちいで往いなば。荒あら塩しおの塩しおの八百やほ道ぢの八塩やしお道ぢの塩しおの八百やほ会あひに坐ます速はや秋津あきつ比売ひめと云いふ神かみ。持もち可か可か呑のみてむ、如か此く可か可か呑のみては。気い吹ぶき戸どに坐ます気い吹ぶき戸ど主ぬしと云いふ神かみ。根ねの国くに底そこの国くにに気い吹ぶき放はなちてむ、如か此く気い吹ぶき放はなちては。根ねの国くに底そこの国くにに坐ます速はや佐須さす良ら比売ひめと云いふ神かみ。持もち佐須さす良ら比ひ失うしなひてむ如か此く失うしなひては。現身うつそみの身みにも心こころにも罪つみと云いふ罪つみは不在あらじと。祓はらい給たまへ清きよめ玉たまへと申まをす事ことを所き聞こし食めせと。恐かしこみ恐かしこみも白まをす。
 
　　感謝みや祈願びの詞ことば
至大たか天球あまはらの主宰つかさに在まし坐まして。一霊ひ四魂と、八ふ力た、三み元、世よ、出いつ、燃むゆ、地な成な、弥や、凝ここの、足たり、諸もも、血ち、夜よろ出づの大元もとつ霊みたま、天之御中す主大神、霊系祖神高皇産霊大神。体系め祖神神皇産霊大神おほかみの大おほ稜威みいづを以もって、無限かき絶対はに無始とき無終はに天地よろづ万有のものを創造つくり賜たまひ。神人おほみたからをして斯かかる至う真至る美至は善し之き神国みくにに安住すまはせ玉たまはむが為ために、太陽ひ太陰つき大地くぬちを造つくり、各自おのも各自おのも至き粋至よ醇之き魂み力た体まを賦与さづけ玉たまひ。亦また八や百ほ万よろづの天使かみを生うみ成なし給たまひて万物すべてを愛護まもり給たまふ、其その広大ひろき無辺あつき大おほ恩恵みめぐみを尊たふとみ敬ゐやまひ恐かしこみ恐かしこみも白まをす。
天地あめつち初発なりいで之し時ときより。隠身すみきり賜たまひし国ものと太つ祖み大お国や常す立め大神おほかみの御前みまへに白まをさく。天あめの下した四方よもの国くにに生なり出いでし青あお人ひと草ぐさ等らの身み魂たまに。天津あまつ神かみより授さづけ給たまへる直霊なほひの魂みたまをして。益々ますます光ひ華か明り彩う至る善は至し直き伊都いづ能の売めの魂みたまと成なさしめ賜たまへ。邂逅わくらはに過あやまちて枉津まがつ神かみの為ために汚けがし破やぶらるる事ことなく。四た魂まと五こ情ころの全まったき活動はたらきに由よりて、大御おほみ神かみの天み業わざをに仕つかへ奉まつるべく。忍耐よくたへ勉強しのびもつて尊たふとき品位しなを保たもち、玉たまの緒おの生命いのち長ながく。家門いへかど高たかく富とみ栄さかえて、甘うまし天地あめつちの花はなと成なり光ひかりと成なり。大神おほかみの神子みこたる身みの本能さがを発ひらき揚あげしめ賜たまへ。仰あおぎ願ねがはくは大御おほみ神かみの大御おほみ心こころに叶かなひ奉まつりて、身みにも心こころにも罪悪つみ汚穢けがれ過失あやまち在あらしめず。天も授と之つ至霊みたまを守まもらせ給たまへ、凡百すべての事業なりはひを為なすにも。大御おほみ神かみの恩頼みたまのふゆを幸さきはへ給たまひて、善事よごと正行まさわざには荒魂あらみたまの勇いさみを振起ふりおこし、倍々ますます向進すすみ発展ひらき完成まったきの域さかひに立たち到いたらしめ給たまへ。朝あさな夕ゆうな神祇かみたちを敬ゐやまひ。誠まことの道みちに違たがふ事こと無なく、天地あめつちの御魂みたまたる義理つと責任めを全まっとうし。普あまねく世よの人ひとと親したしみ交まじこり、人欲わたくしの為ために争あらそふ事ことを恥はぢらひ。和魂にぎみたまの親したしみに由よりて人々ひとびとを悪にくまず、改あや言まち改過をくひ悪言ののしる暴こ語と無なく、善言みや美詞びの神かむ嘉言よごとを以もって、神人かみがみを和なごめ。天地あめつちに代かはるの勲功いさをしを堅磐かきはに常磐ときはに建たて。幸さちみ魂たまの愛めぐみ深ふかく。天地あめつちの間うちに生いきとし生いける万物ものを損そこなひ破やぶる事こと無なく。生成かむな化育がらの大道おほみちを畏かしこみ、奇くし魂みたまの智ひかりに由よりて。異端まがの邪説をしへの真理ことわりに狂くるへる事ことを覚悟さとる可べく。直なほ日ひの御み霊たまに由よりて正邪ことの理非よし直あ曲しを省かへりみ。以もって真ま誠ことの信仰あななひを励はげみ、言霊ことたまの助たすけに依よりて大神おほかみの御み心こころを直覚さとり。鎮魂みたま帰神しづめの神み術わざに由よりて村むら肝きもの心こころを練ねり鍛きたへしめ賜たまひて。身みに触ふるる八十やその汚穢けがれも心こころに思おもふ千々ちぢの迷まよひも。祓はらひに祓はらひ、退やらひに退やらひ、須弥み仙せんの神山みやまの静しずけきが如ごとく。五わ十ち鈴が川はの流ながれの清きよきが如ごとく。動うごく事こと無なく変かはる事こと無なく。息おき長ながく偉大たくましく在あらしめ賜たまひ。世よの長人ながひと、世よの遠人とほひとと健全まめまめしく。親子おやこ夫婦めをと同胞はらから朋友ともがき相あひ睦むつびつつ。天あめの下した公共おほやけの為ため、美うるはしき人ひとの鏡かがみとして。太いみじき功績いさをを顕あらはし、天地あめつちの神子みこと生うまれ出いでたる其その本分つとめを尽つくさしめ賜たまへ。総すべての感謝ゐやひと祈願いのりは千ち座くらの置戸おきどを負おひて、玉垣たまがきの内うち津つ御み国くにの秀ほ津つ間まの国くにの海中わだなかの沓お嶋もと神嶋うらとの無人しま島じまに神かむ退やらひに退やらはれ。天津あまつ罪つみ、国くに津つ罪つみ、許こ許こ多久たくの罪科つみを祓はらひ給たまひし、現世うつしよ幽界かくりよの守神まもりがみなる、国くにの御おほ太祖みおや国常立くにとこたちの大神おほかみ、豊雲野とよくもぬの大神おほかみ。亦また伊都いづの御魂みたま美都みづの御魂みたまの御名みなに幸さきはへ給たまひて聞きこ食しめし、相あひ宇う豆づ那な比ひ給たまひ。夜よの守まもり日ひの守まもりに守まもり幸さきはへ給たまへと。鹿児かご自じ物もの膝ひざ折おり伏ふせ宇う自じ物もの頸うな根ね突つき抜ぬきて。 恐かしこみ恐かしこみも祈願こひのみ奉まつらくと白まをす。
 
　　天津あまつ祝詞のりと
高天原たかあまはらに元もと津つ御み祖おや皇すめ大神おほかみ数多あまたの天使かみがみを集つどへて永遠とことはに神かみ留つまります神かむ漏ろ岐ぎ神かむ漏ろ美みの御言みこと以もちて神かむ伊邪那岐いざなぎの尊みこと九天つくしの日向ひむかの立花たちはなの小戸おどの阿あ波は岐ぎケが原はらに。御み禊そぎ祓はらひ玉たまふ時ときに成なり坐ませる。祓戸はらひどの大神おほかみ等たち諸々もろもろの曲事まがこと罪つみ穢けがれを。祓はらひ玉たまへ清きよめ賜たまへと申まをす事ことの由よしを天津あまつ神かみ国津神くにつかみ、八百やほ万よろづの神かみ等たち共ともに天あめの斑ふち駒こまの耳みみ振ふり立たてて聞きこし食めせと恐かしこみ恐かしこみも白まをす。
 
　　御ご神名しんめい
大本おほもと皇すめ大御神おほみかみ守まもり給たまへ幸さき倍はへ給たまへ
惟神かむながら真道まみち弥いや広ひろ大おほ出口いつき国直くになお霊ひ主命ぬしのみこと守まもり給たまへ幸さき倍はへ給たまへ
惟神かむながら霊たま幸ち倍はへ坐ま世せ
 
私家版の奏上用の祝詞です。霊界物語第60巻 第４篇 善言美詞 にあるものを元に、現在奏上されている祝詞に合わせて、一部変更してあります。
 

OPS/toc.xhtml
		第1章






OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





